
氏名 魚島　純一

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目
・博物館資料保存論

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・学科主任
・体育会弓道部顧問
・津軽三味線サークル顧問
・危険物管理者

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

・兵庫県新温泉町湯区からの依頼により、学生とともに薬師堂格天井板絵の保存ための
現状確認調査をおこなった。
・徳島県立博物館からの依頼により、学生とともに展示室の環境管理のボランティア作
業をおこなった。

・日本文化財科学会事務局長（幹事）
・大阪市環境影響評価専門委員会委員
・大阪府環境影響評価専門委員会委員
・奈良県環境審議会専門委員
・日本文化財科学会第33回大会実行委員会事務局長として、奈良大学を会場に大会を開
催。

奈良大学文学部文化財学科　卒業

文学士

保存科学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

平　成　28　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本文化財科学会、文化財保存修復学会、ＩＩＣ、ＩＩＣＪａｐａｎ

文化財の科学的分析等による製作技法の解明、文化財の保存環境

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・文化財修復学特殊講義（通年）授業科目

学部担当科目

・文化財学研究法（前期）
・保存科学概論（後期）
・文化財環境学（前期）
・保存科学講読（後期）
・保存科学実習（後期）
・保存科学演習（通年）
・保存科学特殊講義（前期）
・世界遺産学概論（後期）
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②銭の鋳造技術について 2016年7月 古都飛鳥保存財団
主催者からの依頼で夏の親子歴史
イベントで講義・模擬鋳造体験
（1.5時間）

③文化財クリーニングの意
義

2016年10月
大東市立歴史民俗資
料館

「だんじりを活かした地域共働事
業」シンポジウムで発表

2016年6月
日本文化財科学会第
33回大会

2017年3月

大東市立歴史民俗資
料館

平成27年度文化財保
存修復セミナー講義
録

平成28年度文化財保
存修復セミナー

宮城県多賀城高等学
校

2016年6月

2017年2月

2017年2月

高知県立歴史民俗資
料館研究紀要第20号

2016年3月
伝世品の銅戈のＸ線透過撮影、蛍
光Ｘ線分析結果について報告
（p.31-34）

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

実物の分析値に基づき鋳造した復
元品の分析から製作技法を検討

②

③

地歴科特別授業として講義（2時
間）

主催者からの依頼で講義・ワーク
ショップ（3時間）

2016年3月におこなった文化財保存
修復セミナーの講義録（p.439-
473）

③

（学会発表）

②

①高知県南国市久礼田熊野
神社蔵銅戈のＸ線透過撮影
および蛍光Ｘ線分析につい
て

②

⑥保存科学へのいざない

①文化財クリーニングワー
クショップ

④博物館と文化財

主催者からの依頼で講義を担当(３
時間)

（その他）

⑤博物館と文化財

③

①鋳造復元における製作技
法の検討


